
わが町の地方創生

　長島町民から、辻調理師専門学校通信講座特別モ
ニター生が決定しました。
　長島町は、食における地方創生モデル地域として、

「料理界の東大」とよばれる辻調理師専門学校と連

　2016 年 10 月より通信講座がスタートし、今後
はモニター生による町民対象の技術発表会などを予
定しています。クックパッド公式アカウントブログ
でも、モニター生の活動を随時更新していきます。
ぜひご覧ください。

　10 月 18 日、平尾小学校（宮元龍己校長・76 人）
６年生の児童ら 15 人が、地域おこし協力隊の丸山
啓志さんと一緒に、町内の地質を調査する理科の校
外授業を行いました。
　町内では小学校理科の授業で取り扱う地層がひと
通り観察できます。今回の授業は、地層の実物を観
察することで理解を深め、関心を高めるため、地質・
化石を専門とする丸山さんが協力して実現したもの
です。
　授業を受けた竹田真

ま お

緒さんは「初めて地層を見た。
教科書で見るよりも大きくて、層の違いがはっきり
と分かり、地層もいろんな種類があることにびっく
りした」と話していました。

長島町の地質を調査
　～ 平尾小学校６年生が校外授業 ～

↑地層を削って観察する児童

ぶり奨学金寄附金 寄付者の紹介

◎問い合わせ先
　役場総務課　☎（86）1111［代表］

　この度「ぶり奨学金基金」に次の団体から、寄付をいた
だきました。
　・株式会社 川床石油設備工業
　「ぶり奨学金」は長島の子育てをみんなで支える仕組み
です。ぜひ皆さまにおかれましても、本制度に対する寄付
へのご理解・ご協力をよろしくお願いします。

ふるさと納税の寄付が増えています
　９月 24 日から１週間行った楽天本社（東京都）
でのふるさと納税のＰＲキャンペーン以降、納税額
が大幅に増えています。
　ふるさと納税は、自分が生まれ育った「ふるさと」
に、何らかの形で貢献あるいは応援したいという皆
さんの思いを寄付金という形で実現できる制度で

す。寄付金は「ぶり奨学金」や「景観づくりに係る
事業」など長島町をよりよくするために使われます。
　寄付者には、長島の特産品を返礼品として送付し
ています。町外に住んでいる友人や親せきにぜひ、
紹介してください。
http://www.rakuten.co.jp/f464040-nagashima/

長島大陸Ｎセンターホームページが完成

モニター生決定 　～ 辻調理師専門学校通信講座特別モニター生 ～

水口　真弓さん
受講講座　日本料理技術講座
繊細で細やかな料理を作れる
ように基本から勉強します。

濱島　敦さん
受講講座　製パン技術講座
子供たちが喜ぶようなパンを
作れるよう頑張ります。

下平　忍さん
受講講座　製パン技術講座
朝、お散歩がてら買いにこれ
るようなパン屋を開くのが夢
です。

太田　良冠さん
受講講座　日本料理技術講座
マイ包丁で頑張ります、作る
ときはぜひ食べに来てくだ
い。

携協定を結んでいます。3 年～ 5 年という長期的視
点で、長島町を「ガストロノミーアイランド＝美食
の島」として世界へ発信していくための橋渡し役と
して、今回の特別モニター制度が実現しました。

◎問い合わせ先
　役場総務課　☎（86）1111［代表］

　長島大陸 N センターの公式ホームページが完成
しました。
　イベントスケジュールや利用方法を確認すること
ができます。N センターでの自習・イベント開催に
ついて検討している人はホームページを確認してく
ださい。

　http://ncenter-nagashima.com/ 
　* QR コードからでもアクセス可能です

◎問い合わせ先
　役場総務課　☎（86）1111［代表］

地域おこし協力隊
～新たに１人を採用～

　町では、11 月から新たに１人を「地域
おこし協力隊」として採用しました。
　隊員は、地域や町と連携しながら、交流
人口の拡大や、地域資源の発掘・情報発信
に取り組んでいきます。

間
ま せ

瀬　海
うみた

太さん (22)
　東北で高校生のキャリア教育を支える NPO で活動。
アクティブラーニング、プロジェクト学習を取り入れた
ワークショップを実施。慶應義塾大学の現役学生。大学
を休学し長島町の N センタープロジェクト、子落とし
塾など教育プロジェクトで長島町の子どもたちのための
場づくり・人づくりをしていきます。
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